
第１５期  第４回白石区地域部会・運営部会 

 

日時：２０２４年７月１０日（水）１０：３０～１２：００ 

場所：白石区役所 ４階Ａ会議室 

 

 

○出席 

常盤野会長・田端係長・ビビット南郷田中氏・ピアデザイン稲垣氏・相談室きよサポ岡崎氏・黒田氏・相談室あゆ

み菊地氏・赤間氏・ワンオール林氏 

 

○欠席 

ここリカ服部氏・夢民戸田氏・越後氏 

 

１． 報告・連絡事項 

＊部会長より 

６月２４日 全市の会議に参加。現在、中央区、白石区、豊平区の子ども部会が休止状態となっている件につい

て触れられる。児童分野から熱意のある事業所が５事業所程あり、まずは研修参加の立場できてもらえたら良

いと考える。 

 

＊就労部会より 

○８月７日 今年度１回目の「集まる場」を開催予定（場所：白石障がい者就労センタースカイ） 

・案内チラシ作成は作成済 → 田端係長まで送付 

・７月１１日 白石区内の事業所に送られる 

・困難事例を募集 → 模擬ケースの作成 → 検討 の流れのイメージ 

・今回より会場費の予算がつくことに 

 

＊基礎研修チームより 

○６月２１日 第一回基礎研修会開催 

・今年度第一回の基礎研修会開催。参加者２２名。講義のみ参加される方もおり、当日にグループを一部縮小す

るなどの工夫をした。 

・研修テーマ 「考え方と捉えた方」 実務経験１～３年目の職員が参加し、名刺交換をして活発に動いていた。

参加者の中から運営の方に携わりたい希望者が出ており、新たに運営に３名追加。 

・事業所の宣伝目的の層も多かった。継続参加者はいるのか、今後情報として探りたいところ。 

・当日ファシリテーターを務めた運営委員菊地氏 → 自由に発言する場だったので、事業 PRなどの宣伝とな

りやすく、もう少しテーマを絞り話すと良かったのかもしれない。 

・ファシリテーターとして、要点確認を事前にしておく必要がある。「交流会」という表現自体は、参加しやすさが

あって良かった。 



・７月４日研修チーム打ち合わせ（別紙参照）。次回は８月９日打合せ予定 

・今回講義を担当した道野氏に引き続き講師を行ってもらい、「考え方と捉え方」の第二弾研修という形で開催

内容の組み立てを検討中。 

 

２．協議事項 

〇白石全体会について 

研修日時：９月２０日（確定） 

 

＜田端係長の講義について＞ 

当日は３０分程度を想定した講義 

１白石区の特徴（人口、保護世帯数、手帳所持者数、事業所数から見た区の概論） 

２白石区の取り組み（ほふく未来ミーティングの紹介） → 白石区独自の活動で、課をまたいでの情報共有。 

３障がいをお持ちの方々の地下鉄における困りごと → 皆さんの関心に繋がるような話題を考案中。 

４白石区の町内会・商店街などの地域におけるイベント情報 → 町内会に入っていない事業所も多く、仕組み

が学べるような内容 

 

時間設定 

１８：００開始だと参加できるという声が多く、時間変更はできないか。（１８：００－２０：００） 

田端さん講義 ３０～４５分程度 

グループワーク ３０分程度 

まとめ 

グループは分野別に（混合だと児童と成人の課題が詰め切れない可能性がある） 

テーマ設定が必要か。それによってはグループ編成をどうするか考えやすいのでは。 

分野別でのニーズを探るため、まずは課題抽出をしたい（気づき・感想から） 

 

白石区の特徴を把握する 

グループを選べる（分野ごと・混合・どちらでも良い）申込段階で意向を聞くのも良い 

地域課題が具体的に挙がることは想定しにくく、白石区の特徴と、参加者の事業が結びつくところがスタートで、

目的としたい 

地域課題 → 結局のところは、分野別でのまとまりやすい 

 

盆明けには案内ができているイメージ 

 

次回までにチラシを常盤野会長が作成予定 

 

定員 ４０名まで 

〇 

 



３．その他 

〇告知・ＰＲ 

〇次回予定 ２０２４年８月１４日（水）１０：３０～１２：００ 場所 ２階窓側             

 次回司会           


